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◎
叙
勲
受
章

旭
日
単
光
章

故
加
藤
　
昌
さ
ん

（
平
成
17
年
12
月
５
日
死
去
・
加
茂
町
南
加
茂
）

多
年
に
わ
た
り
旧
加
茂
町
議
会
議
員
と
し

て
、
地
域
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り

叙
勲
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
祝
意

を
表
し
ま
す

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

住
民
税
の
申
告
相
談
を
例
年
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
住
民
税
の
基
礎
と
な
る
ほ
か

所
得
証
明
の
資
料
と
な
る
も
の
で
重
要
な
も
の

で
す
。

こ
の
申
告
が
さ
れ
な
い
場
合
、
住
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
保
育
所
保
育
料
、
公
営
住
宅

使
用
料
、
介
護
保
険
料
、
老
齢
福
祉
年
金
・
児

童
手
当
等
の
給
付
な
ど
の
算
定
が
正
し
く
で
き

な
い
ほ
か
、
学
校
授
業
料
軽
減
、
国
民
年
金
保

険
料
免
除
、
扶
養
認
定
な
ど
に
必
要
に
な
る
所

得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
別
に
配
布
し
ま
す
「
所
得
の
申
告
相

談
に
つ
い
て
」
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
2
月
16
日（
木
）〜
3
月
15
日（
水
）

【
場
所
】
旧
町
村
の
区
域
ご
と
に
1
〜
2
か
所

の
会
場
で
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所

得
額
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
16
年
分
ま
で
の
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら
送
付
さ

れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
昨
年
の
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
証
明
内
容
は
昨

年
１
月
か
ら
９
月
末
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。
年
の
途
中
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
以

降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
つ

い
て
は
、
本
年
の
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の

際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
国
民
年
金
保

険
料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明

書
や
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
世
帯
主
は
世
帯
員
の
保
険

料
を
、
配
偶
者
は
他
方
の
配
偶
者
の
保
険
料
を

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
生
計

を
同
一
と
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納

付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
額
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額

と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
す

る
方
の
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
９
・
６
３
３
２

雲
南
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

０
８
５
４
・
４
２
・
３
３
９
１

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、
雲
南
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
ご
み
処

理
手
数
料
（
直
接
搬
入
ご
み
に
係
る
も
の
）
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者

の
期
間
は
、
ご

自
身
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

国
民
年
金
保

険
料
は
１
か
月
１
３，
５
８
０
円
（
平
成
17
年

度
額
）
で
、
該
当
の
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関

（
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
、
信
用
金
庫
等
）
や
、

社
会
保
険
事
務
所
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

現
金
で
納
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
ご
自
身
や
家

族
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
で
き
る
口
座
振

替
や
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
か
ら
の
電
子
納

付
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
便
利
に
な
り
ま
し

た
。国

民
年
金
保
険
料
は
、
次
の
よ
う
な
お
得
な

納
め
方
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
め
て
納
め
て
お
得
【
前
納

ぜ
ん
の
う

】

国
民
年
金
保
険
料
を
１
年
分
ま
た
は
６
か
月

分
ま
と
め
て
支
払
う
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
を
４
月
末
に

ま
で
に
支
払
う
と
１
６
２，
９
６
０
円
が
１
６

０，
０
７
０
円
に
、
２，
８
９
０
円
の
お
得
で
す
。

４
月
分
か
ら
９
月
分
（
ま
た
は
10
月
分
か
ら
３

月
分
）
を
４
月
末
（
ま
た
は
10
月
末
）
ま
で
に

支
払
う
と
８
１，
４
８
０
円
が
８
０，
８
２
０
円

に
、
６
６
０
円
の
お
得
で
す
。

（
平
成
17
年
度
額
に
よ
る
参
考
額
）

早
く
納
め
て
お
得
【
口こ

う

座ざ

振
替

ふ
り
か
え

早
割

は
や
わ
り

納の
う

付ふ

】

口
座
振
替
制
度
を
利
用
、
か
つ
、
１
か
月
早

く
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
40
円
の
割
引
が

あ
り
ま
す
。（
平
成
17
年
度
額
に
よ
る
参
考
額
）

一
般
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
の
納
付
、
早
割

の
保
険
料
は
当
月
末
日
の
納
付
で
す
の
で
、
早

割
納
付
開
始
の
月
は
２
か
月
分
の
保
険
料
が
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

ま
と
め
て
口
座
振
替
納
付
が
お
得

【
口
座
振
替
前
納
】

１
年
分
（
ま
た
は
６
か
月
分
）
を
口
座
振
替

に
よ
り
納
め
る
と
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。

１
年
分
は
１
５
９，
５
４
０
円
（
６
か
月
分

は
８
０，
５
５
０
円
）
と
な
り
、
月
々
現
金
で

納
め
た
と
き
に
比
べ
る
と
３，
４
２
０
円
（
６

か
月
分
は
９
３
０
円
）
の
お
得
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
17
年
度
額
に
よ
る
参
考
額
）

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通
帳
・
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
り
、
金
融
機
関
、
市
役
所
・
各
総
合

セ
ン
タ
ー
、
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付
け
の

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）

申
出
書
」
に
「
早
割
・
前
納
」
等
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
各
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
事
務
所
で
処
理
を
し
た

翌
月
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
4
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
前
納
を

ご
希
望
の
方
は
、
3
月
20
日
ま
で
に
「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」

を
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
を
さ
れ
て
い

る
方
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

国
民
年
金
の
資
格
取
得
日
に
よ
っ
て
は
、
直
近

の
口
座
振
替
前
納
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

現
金
に
よ
る
前
納
納
付
の
場
合
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
綴
ら
れ
て

い
る
前
納
用
納
付
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
社

会
保
険
事
務
所
で
も
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
３，
８
６
０

円
に
保
険
料
改
定
率
を
乗
じ
た
額
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
前
納
額
等
は
変
更
に
な
り
ま

す
。

※
電
子
納
付
に
は
、
金
融
機
関
と
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
契
約
等
が
必
要
で
す
。

産
業
振
興
部
農
林
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
１
５

サ
ル
の
農
作
物
へ
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
サ
ル
の
一
斉
駆
除
を
行
う
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

駆
除
に
は
、
銃
器
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
近

辺
を
通
行
さ
れ
る
方
は
、
十
分
に
ご
注
意
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農
林
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
2
月
１９
日
（
日
）
早
朝
〜
午
前
中

◆
場
所
　
木
次
町
・
三
刀
屋
町
上
熊
谷
地
内

申
告
は
、
正
し
く
期
限
内
に

住
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

ご
み
処
理
手
数
料
改
定
の
お
知
ら
せ

（
大
東
町
・
加
茂
町
・
木
次
町
・
三
刀
屋
町
の
方
）

申
告
相
談
日
程

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
平
成
17

年
分
の
申
告
か
ら
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
ま
で

（
平
成
18
年
３
月
17
日
ま
で
の
平
日
９
時
か
ら

17
時
ま
で
）

種　　　　　別 

可燃性 
廃棄物 

不燃性 
廃棄物 

10kgあたり 

42円 
10kgあたり 

84円 
10kgあたり 

42円 
10kgあたり 

84円 

手 数 料  

ごみ処理手数料 

一般家庭からの 
廃 棄 物  

事業所からの  
廃 棄 物  

一般家庭からの 
廃 棄 物  

事業所からの  
廃 棄 物  

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

便
利
で
お
得
で
す

【同和問題】
日本社会の歴史的過程で形づくられた身分的差別によっ
て、国民の一部の人々が長い間、経済的、社会的、文化的
に低い状態を強いられてきました。同和問題は、これらの
人々が、今なお結婚を妨げられたり、就職で不公平に扱わ
れたり、その他、日常生活の上でいろいろな差別を受ける
という、重大な人権問題です。
政府が、1969（昭和44）年以降各種の特別対策を講

じてきた結果、実態的差別は大きく改善され、2002（平
成14）年には、特別対策も終了しました。
また、国や地方公共団体をはじめとした人権教育・啓発
の取組により、心理的差別についてもその解消が進んでき
ました。
しかし、いまだに差別事象が跡を絶っていません。この
問題の解決には、国民一人ひとりが同和問題について、一
層理解を深め、自らの意識を見つめ直すとともに、自らを
啓発していくことが必要です。

雲南市人権センター　　0854―42―1767

（財）人権教育啓発推進センター発行啓発資料から

一人ひとりを大切に
考えようあなたの人権 わたしの人権

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

サ
ル
の
一
斉
駆
除
に
つ
い
て

●
市
報
う
ん
な
ん
1
月
号
の
記
載
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

11
Ｐ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ダ
ー

し
お
か
ぜ
駅
伝

（
誤
）
三
刀
屋
町
　
稲
田
亮
介
（
３
区
）

←

（
正
）
三
刀
屋
町
　
稲
田
享
介
（
３
区
）

お詫びと訂正


